
【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
83

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
南
魚
沼
支

部
事
務
局
（
南
魚
沼
保
健
所
内
）

�

☎
７
７
２

－

８
１
４
３

南
魚
沼
動
物
愛
護
の
つ
ど
い
を
開
催

　
犬
、
猫
の
飼
い
主
は
、
ぜ
ひ
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
１０
月
１４
日（
月
・
祝
）

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

　
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会 

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　
講
堂
〔
六
日
町
〕

※
動
物
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

内
容

・
長
寿
動
物
な
ど
表
彰
式

・ 

講
話
「
高
齢
期
の
ペ
ッ
ト
の
快
適
な
暮

ら
し
方
～
行
動
学
的
ケ
ア
～
」

講 

師
：
白
井
春
佳 

獣
医
師
（
に
い
が

た
ペ
ッ
ト
行
動
ク
リ
ニ
ッ
ク
獣
医
行

動
診
療
科
認
定
医
）

・ 

ペ
ッ
ト
用
品
抽
選
会
（
先
着
順
、
抽
選

券
を
配
布
）

・
ペ
ッ
ト
お
悩
み
相
談
会

・
動
物
愛
護
団
体
活
動
の
展
示

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

和
１６
年
９
月
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。（
石

碑
79
）

　
遠
藤
総
治
は
、
嘉
永
５
年
６
月
生
ま
れ
。

２０
歳
で
南
魚
沼
郡
第
１４
大
区
名
木
沢
の
庄

屋
と
な
り
、
以
降
、
戸
長
、
南
薮
神
村
長
、

県
会
議
員
、
群
会
議
委
員
、
薮
神
村
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
名
木
沢

に
お
い
て
は
名
木
沢
共
有
地
へ
の
植
林
、

同
地
区
の
耕
地
整
理
（
約
５
町
歩
）
を
行

い
、
農
政
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
明
治
２７
年
、
籠
手
田
安
貞
新
潟
県
知
事

は
、
魚
沼
三
郡
を
巡
察
の
際
に
名
木
沢
の

二
所
神
社
を
来
拝
、
遠
藤
の
取
り
組
ん
で

い
た
養
蚕
技
術
の
発
展
と
普
及
を
記
念
し

て
一
文
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
一
文
は
石

碑
と
し
て
二
所
神
社
境
内
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。（
石
碑
80
）

　

小
栗
山
の
雲
尾
東
岳
は
、
訓
導
（
教

員
）、
六
日
町
長
、
県
議
会
議
員
を
務
め

る
な
ど
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
六
日
町
名
誉
町
民
の
称

号
が
あ
た
え
ら
れ
ま
し
た
。（
経
歴
な
ど

は
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
82
参
照
）

　
同
氏
の
遺
徳
を
偲
び
永
遠
に
伝
え
る
た

め
、
昭
和
５１
年
１１
月
、
有
志
に
よ
り
頌
徳

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。（
石
碑
81
）

《
参
考
資
料
》

　
『
南
魚
沼
郡
誌
』
続
編
上
巻

　
『
小
栗
山
誌
』

南
魚
沼
市
の
石
碑
79

青
木
福
治
「
記
念
碑
」�

〔
山
谷
〕

南
魚
沼
市
の
石
碑
80

遠
藤
総
治
記
念
碑�

〔
名
木
沢
〕

南
魚
沼
市
の
石
碑
81

「
雲
尾
東
岳
翁
頌
徳
碑
」

�

〔
小
栗
山
上
ノ
原
〕

　
「
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
82
」
で
紹
介
し

ま
し
た
よ
う
に
、
市
内
に
は
地
域
の
発
展

に
尽
力
し
た
人
を
顕
彰
し
た
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
青
木
福
治
は
、
明
治
１６
年
９
月
、
山
谷

生
ま
れ
。
１０
代
に
し
て
同
志
と
協
力
し
南

魚
沼
郡
産
馬
組
合
の
設
立
に
携
わ
り
、
馬

の
改
良
、
増
産
と
指
導
普
及
に
努
め
、
多

く
の
賞
を
得
ま
し
た
。
明
治
４１
年
に
役
場

吏
員
と
な
る
と
そ
の
政
治
手
腕
が
認
め
ら

れ
、
大
正
７
年
か
ら
、
そ
し
て
昭
和
５
年

か
ら
五
十
沢
村
長
を
通
算
３
期
に
わ
た
っ

て
務
め
ま
し
た
。

　
私
財
を
投
じ
て
五
十
沢
と
六
日
町
を
つ

な
ぐ
現
在
の
県
道
落
合
・
六
日
町
線
の
敷

設
に
奔
走
、
よ
や
く
大
正
１２
年
に
起
工
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
五
十
沢
郵
便
局
の

設
置
、
上
越
鉄
道
貫
通
期
成
同
盟
会
の
幹

事
と
な
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
多
方
面
に

わ
た
り
、
地
域
や
村
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
氏
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
地
元
で

あ
る
上
山
谷
の
有
志
に
よ
り
記
念
碑
が
昭
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